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（ 様 式 １ ）  

 

 

   年  月  日 

 

 

福岡水素エネルギー戦略会議 会長 殿 

 

 

（提案代表者） 

住 所： 

名称・代表者氏名：              ○印  

 

 

福岡水素エネルギー戦略会議 

令和２年度製品開発支援事業 実施提案書の提出について 

 

 

福岡水素エネルギー戦略会議製品開発支援事業に係る実施提案書を別添のとおり提出し

ます。 
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助成対象区分 事業化研究  可能性調査 

事業化研究枠不採択の場合、規模を縮小して可能性調査枠を希望しますか 希望する  希望しない 

 

 

 

福岡水素エネルギー戦略会議 

令和２年度製品開発支援事業 実施提案書 
 

１． テーマ名 （採択の場合、テーマ名は公開します。） 

 

 

２．開発期間 

令和２年  月 ～     年  月 （   年   月） 

 

３．開発統括責任者 

※ 製品開発統括責任者プロフィール（様式：11頁）を別途提出のこと。 

所属 ：                       

役職 ：   

氏名 ：                     

住所 ： 〒   －  

TEL  ：               FAX ：  

E-MAIL : 

 

４．開発の目的･目標 

※ 目的･目標を、具体的かつ定量的に150字程度で記載のこと。 
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５．共同開発チーム構成  

※ 本製品開発に参画する企業･機関等（提案代表者を含む。）を全て記載のこと。 

※ 企業については、企業概要書（様式：12頁）を別途提出のこと。 

【構成員①】 

(1) 企業名･機関名： 

(2) 共同開発チームにおける役割： 

(3) 連絡先窓口 

・役職 ： 

・氏名 ：        

・住所 ： 〒   －  

・TEL  ：              FAX ：  

・E-MAIL :  

【構成員②】 

(1) 企業名･機関名： 

(2) 共同開発チームにおける役割： 

(3) 連絡先窓口 

・役職 ： 

・氏名 ：        

・住所 ： 〒   －  

・TEL  ：              FAX ：  

・E-MAIL : 

【構成員③】 

(1) 企業名･機関名： 

(2) 共同開発チームにおける役割： 

(3) 連絡先窓口 

・役職 ： 

・氏名 ：        

・住所 ： 〒   －  

・TEL  ：              FAX ：  

・E-MAIL : 
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６．提案テーマをとりまく状況 

（１）産業界の状況・ニーズ 

 

（２）従来技術の課題 

 

 

７．提案テーマの基礎となる保有技術（シーズ） 

（１）保有技術の概要（レベル，新規性などを具体的に記載のこと。） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）参考資料（主要な参考資料名を最大３個記載し、その参考資料を１部添付のこと。） 
 

① 

② 

③ 
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８．製品開発内容 

(1) 開発項目 

※製品開発目的･目標を達成するため、どのような製品開発を行うのか具体的に記載のこと。 

 

 

 （１） ○○○○○○○○技術の確立   （担当：㈱Ａ産業、Ｃ技術センター） 

   

 

 

 （２） ○○○○○○○○の研究      （担当：Ｂ大学、Ｃ技術センター） 

 

 

 

 （３） ○○○○○○○○の評価      （担当：㈱Ａ産業、Ｂ大学） 
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(2) ポンチ絵 

※ 素人にも分かるように、製品開発の全体概要･方法等をビジュアル(図表･写真等)で表現するこ

と。  （１頁以内） 
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９．チーム連携図 

※ 素人にも分かるように、共同開発チーム内の役割分担や連携を図で記載のこと。 

 

 

 

１０．他の公募事業への申請状況 

※ 本提案と類似内容を他の公募事業へ重複提案している場合、その内容を具体的に記載のこと。 

 

 

 

 

 

 

１１．開発成果の事業化方針 

※（事業化研究枠）参画企業等の具体的な事業化計画を記載のこと。 

※（可能性調査枠）事業化計画の作成に向けた、ヒアリング調査の方針等を記載のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 8 - 

１２．研究成果の市場性（事業化研究枠のみ記入） 

※ 製品開発成果として生じる製品等の市場における優位性、想定される市場規模・取引先、市場占

有率の可能性などを具体的かつ定量的に記載のこと。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

１３．地域への経済波及効果（事業化研究枠のみ記入） 

※ 製品開発成果が九州･福岡地域に与える経済波及効果を定量的に記載のこと。 
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１４．開発経費（概算） 

(1) プロジェクト全体の費目別経費一覧（単位：千円） 

費目 開発経費（総額） 

①機械装置費  

②消耗品費  

③委託費  

④調査旅費  

⑤その他経費  

総  計  

 

(2) 機関毎の費目別経費一覧（単位：千円）（可能性調査枠は１年次のみ記入） 

機関名 担当テーマ 
(サブテーマ番号) 

機関別 開発経費 

１年次 ２年次 ３年次 

  

①  ①  ①  

②  ②  ②  

③  ③  ③  

④  ④  ④  

⑤  ⑤  ⑤  

計  計  計  

 

機関名 担当テーマ 
(サブテーマ番号) 

機関別 開発経費 

１年次 ２年次 ３年次 

  

①  ①  ①  

②  ②  ②  

③  ③  ③  

④  ④  ④  

⑤  ⑤  ⑤  

計  計  計  

 

機関名 担当テーマ 
(サブテーマ番号) 

機関別 開発経費 

１年次 ２年次 ３年次 

  

①  ①  ①  

②  ②  ②  

③  ③  ③  

④  ④  ④  

⑤  ⑤  ⑤  

計  計  計  
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 (3) 本事業で導入を希望する機械装置 
（単位：千円） 

機械装置名 
サブテーマ 

番号 
機械装置の必要性 必要機関名 金額(税込) 
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開発統括責任者プロフィール 
 

 フ リ ガ ナ  性別 生年月日 

１．氏 名  男・女 
  年  月  日 

（  歳） 

２．自 宅 住 所 
〒    -      

 

３．所属研究機関、役職   

４．所属研究機関所在地 
〒    -      
 
TEL：    (   )     (内  ) FAX：    (   )      

５．経歴 
年  月 略   歴 

  

６．研究分野及び主な研究成果 
 

７．受賞歴、表彰歴 
 

８．研究論文数  編（国内  
編、海
外 

 編） 

  著 書 数  編 
 主な研究論文及び著書（新しいものから３報程度記入のこと。）  
 

９．本開発に関する主要な特許 
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企業 概要書 
 

企 業 名  
代表者名  

本社所在地 
〒    -      
 
TEL：    (   )     (内  ) FAX：    (   )      

担当者所属部署  

連 絡 先 
〒    -      
 
TEL：    (   )     (内  ) FAX：    (   )      

資  本 金  
 

従業員数 
全社 事業所 

百万円  人  人 

事

業

内

容 

業  種 

 

 

工場､支店､出張所 
 

関連企業 
 

株主(主要株主､ 

持株数､比率) 

 

主要製品(商品等) 
 

業 

績 

過去２年間 売上高 売上総利益 経常利益 当期純益 輸出額 

   年 月期      

   年 月期      

企業沿革 

(設立、登記年月日等) 

 

組    織 開発スタッフ 

  

開発事例 保有研究施設、機器 

  

 


